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～教育目標～  

｢よく学び、より鍛え、よりよく挑む｣ 
児童生徒の育成 

少し気の早い桜が見事に咲き誇り、本格的な春の到来を知らせてくれました。感

染症に悩まされたこの数年でしたが、その中で得た教訓を生かしながら、新しい一

歩を踏み出す年度の幕開けです。 

舞鶴支援学校は 19 年目を迎え、小学部 75 名、中学部 45 名、高等部 54 名、全校

児童生徒数 174 名で令和５年度をスタートします。舞鶴市全域を校区とし、地域に

見守られ大切に歩みを重ねてきた本校ですが、学校運営協議会等において各方面か

ら学校と地域をつなげる様々な御提案と力強いエールをいただき、今年度も様々な

力をお借りし、人・文化・産業等の資源を存分に生かしながら、子どもたち一人一

人の可能性を最大限発揮するよりよい自立と社会参加の実現に向けて教育活動を進

めて参ります。また、コロナ禍の様々な制限が解かれていく流れの中、安心・安全

には十分配慮しながら、発信方法や取組内容に知恵を絞り、既存の手法にとらわれ

ない柔軟な発想を取り入れて｢社会に開かれた教育課程｣の具現化に引き続きチャレ

ンジしたいと考えております。 

｢よく学び、より鍛え、そしてよりよく挑め｣の校訓のもと、それぞれの子どもた

ちが、個別の指導計画に基づくオーダーメイドの学びを通してたくさんの｢わかる｣

｢できる｣に出会い、｢もっと知りたい｣｢もっとできるようになりたい｣と心揺さぶら

れて、新たなこと、未経験の場面にも臆せず立ち向かっていく力をぜひ育てていき

たいと考えています。 

改めて、それを具現化するうえでは、保護者や関係諸機関の皆様をはじめ、子ど

もたちが学び、育ち、暮らす環境そのものである“人”との結びつきが何より大切

です。コミュニティ・スクールの取組や地域での体験、産業現場での実習等のさら

なる充実を含め、学校の中だけで教育を完結させるのではなく、地域の力も大いに

お借りしながら、子どもたちが様々な体験を通して生きる力を高めていくことがで

きるよう、今後も変わらぬ御理解とより一層の御支援を賜りますようお願い申し上

げ、年度当初の御挨拶とさせていただきます。 

 

京都府立舞鶴支援学校長  山本 直之 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜こころの相談＞ 

本校では、毎月１回、本校児童生徒やその保護

者などを対象に｢こころの相談｣を実施していま

す。お子様の心身面の症状で、どう対処すれば良

いか分からない、専門家に相談したいがどこへ行

ってよいか分からないときなど、本校校医の上田

医師(舞鶴医療センター神経科)からアドバイス

を受けることができます。 

 

 

＜整形科相談＞ 
 
本校整形外科校医の西田医師(舞鶴こども療育セ

ンター)による｢整形科相談｣を行っています。 

運動器（身体運動に関わる骨、筋肉、関節、神経な

ど）の症状やスポーツによるケガ、姿勢のゆがみな

どの相談に応じています。 

 

＊相談を希望される方は、担任まで御連絡ください。 

舞鶴支援学校トータル サポート センター （ＴＳＣ） 
 

 トータルサポートセンターは特別支援学校がもつ特別支援教育のセンター的機能を発揮する地域支

援センターです。支援エリアは舞鶴市です。就学前の教育等機関や通常の学校に在籍する幼児・児童

生徒の発達障害等に起因した日常生活の困難や学びづらさについて指導者に相談支援を行っていま

す。行永分校には病弱支援部門を設置し、舞鶴医療センター短期入院児童生徒の学習支援についての

相談を行っています。 

 また、京都府スーパーサポートセンター(ＳＳＣ)、京都府北部の地域支援センター、各関係機関と

連携しながら取り組んでいます。 

 『書きやすい・分かりやすい・使いやすい』をコンセプトに改訂したアセスメント票をホームペー

ジに掲載しています。舞鶴市教育委員会のアセスメント票としても活用されています。また、障害理

解や特性に応じた指導についての図書や教材も充実してきています。貸し出しも行っています。 

 ＴＳＣでは『地域の支援力の向上につながる支援』『切れ目ない支援を目指したステージ間移行』を

大切にした相談活動を行っています。関係機関の皆様には昨年度に引き続き御活用いただきますとと

もに、ＴＳＣの活動に御理解、御協力をお願いします。 

 

◎ ４つの相談支援を行います ◎ 
 

◇ 教育相談(巡回相談、来校相談、電話相談 他) 

   障害や発達について困っていること、悩んでいること  
◇ 研修支援 

   研修会の講師派遣、研修講座の開催  
◇ 教材・教具に関する相談と貸し出し 

   発達や障害理解、学習支援の教材  
◇ 短期入院児童生徒の学習支援等についての相談(行永分校が窓口) 
 

＊ 校内外の専門家が相談支援チームを組んで対応します。 

◎ 教育相談窓口 ◎ 
 

◇月曜日～金曜日 

   (学校休業日を除く) 

◇受付時間 

   ８時半から17時まで 

◇ＴＳＣ連絡先 

    電 話：0773-78-3133 

    ＦＡＸ：0773-78-3135 

◇行永分校連絡先 

    電 話：0773-63-6700 

※緊急連絡について 
休日や長期休業中などの緊

急連絡は下記の QR コードを
読み取り、必要事項①～④を記
入してメールでお知らせくだ
さい。 
必要事項 
① 学部・学級 
② 児童生徒名 

③ 電話番号 
④ 連絡内容 

 

 

 

 

 

緊急連絡用 QRコード 

御相談ください !



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※予定は今後変更になる場合があります。変更の場合は、随時連絡をします。 

 

年間の主な行事予定 

６月 １日(木) 小)修学旅行(～２日) 

７月 21日(金) １学期終業式 

８月 25日(金) ２学期始業式 

９月 27日(水) 中)修学旅行(～29日) 

10月 ４日(水) 高)修学旅行(～６日) 

10月 30日(月) 学校祭振替休業日  

11月 ２日(木) 学校祭(１日目) 

11月 ３日(祝・金) 学校祭(２日目) 

12月 22日(金) ２学期終業式 

１月 ９日(火) ３学期始業式 

３月 18日(月) 卒業証書授与式 

３月 22日(金) 修了式 

           ４月の予定    
10日(月) 始業式、短縮校時(11:40下校) 

11日(火) 入学式、短縮校時 

12日(水) 短縮校時 

  13日(木) 給食開始  

 21日(金) こころの相談 

24日(月) 中高)参観日 

25日(火) 小)参観日 修学旅行説明会 

28日(金) 高)苗販売会 10：00～11：00 
 
 

５月の予定 
９日(火) 一斉家庭訪問(～10日) 

※９日のみ水曜校時 

21日(日) 参観日(月曜校時)、ＰＴＡ総会 

中)駅伝大会 

22日(月) 振替休業日 

 


